
平成 30 年第 3回教育委員会議事録 

項   目 内 容 記 録 

１．期  日 平成 30 年 3 月 1 日（木）13:30 開会 

２．場  所 日野町役場 第 1会議室 

３．開会（閉会） 13:30～14:35 

４．出席委員等氏名 頭本元文、生田一女、景山美由紀、生田 進、長谷川弘信 

５．教育長あいさつ ・新町長 﨏田淳一氏 挨拶 

・今日、日野高校の卒業式。47 名卒業 

・2/24～新町長就任 2/26 着任式 

 2/25 英語寺子屋の児童が、前町長に成果を英語で発表。 

 新町長も参加、児童は地域のスポットを英語で紹介。地域を愛 

していることが強く感じられた。 

６．教育長事務報告 

      課 長 

      教育長 

 

 

 

 

 

 

 

課 長 

 

・（1）行事等について 別紙① 教育長から説明お願いします。 

・3/1  日野高校卒業式 

 3/2  米子松蔭高校卒業式 

 3/9  日野中卒業式 

 3/15  臨時教育委員会 

 3/16  小学校卒業式 

 3/23  教職員離任式 

 4/3  教職員着任式 

・保育所卒園式 生田進委員、景山委員 欠席 

・（2）一般報告  なし 

７．議事  課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      景 山 

      課 長 

・議案第 1号 

 平成 29 年度日野町一般会計補正予算の提出について 

 補正予算 第 9号 

 歳入 教育債 児童園児支援員配置事業 8 月以降中止 減 

        文化センター空調設備等改修設計委託 増 

 歳出 子育て支援おひさまひろば事業 嘱託員人件費 減 

    病児・病後児保育事業 H28 交付金確定に伴う返還金 増 

    教委事務局 一般管理 バス運行委託料 増 

    保小中一貫教育 児童園児支援員退職による人件費 減 

    不登校対策事業 該当者減による自立支援事業負担金 減      

    黒坂小 一般管理 電気料不足による需用費 増 

    町史編さん H30 原稿完成のため H29 執筆謝金 減 

    文化センター費 社会教育施設設備事業債 一般財源か 

     ら特定財源(地方債)に財源振替 

・黒坂小の電気代不足は、子ども教室での使用が影響しているか。 

・理科室のエアコン新規設置によるもの。電気料は前年並みに予算  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      教育長 

 

 

 

 

      生田進 

 

      課 長 

 

      頭 本 

      課 長 

      頭 本 

      課 長  

 

 計上するため、不足する場合は補正対応。節電には心がけてい 

 る。 

・議案第 1号 承認 

・議案第 2号  

 平成 30 年度日野町一般会計予算の提出について 

 一般会計予算書 教育委員会関係 歳出 説明 

 社会福祉施設費 隣保館事業 13,063 千円 

 児童福祉総務費 ひのっこ保育所事業 96,203 千円 

 児童保護費 保育所管理運営 9,513 千円 

 教育委員会費 報酬、研修費等 1,403 千円 

 事務局費 給与、保小中一貫教育経費等 70,172 千円 

 学校管理費 小学校一般管理 根雨・黒坂小 23,547 千円 

 教育振興費 根雨・黒坂小 4,721 千円 

 学校管理費 中学校一般管理 日野中 12,733 千円 

 教育振興費 日野中、クラブ活動振興 6,350 千円 

 社会教育総務費 給与、放課後子ども教室事業等 34,674 千円 

公民館費 報酬等 14,160 千円 

文化財保護費 歴史民俗資料館管理等 1,068 千円 

文化センター費 空調設備改修工事等 104,049 千円 

図書館費 図書購入等 14,081 円 

学校給食費 委託料、回転釜更新工事等 27,408 千円 

体育総務費 社会体育施設管理等 3,185 千円 

社会同和教育費 人権教育推進員設置等 3,686 千円 

・町長交代のため、骨格予算編成。6月又は 9月補正予算に追加 

 計上予定。 

 文化センターH30 大規模改修 空調、音響、照明 工期が 9月 

～11 月のため、その間は貸館しない。工期に間に合わせるため 

当初予算に計上。 

・中学校費 色覚検査表購入が計上されているが、現在色覚検査 

 を実施しているか。 

・一時実施していなかったが、現在は実施している。 

 1 冊購入し、各小中学校で共有して使用する。 

・なぜ色覚検査を再度実施するようになったか。 

・色覚の特性が分からないと、児童生徒に不利益が生じる。 

・実施しないことがおかしい。 

・偏見差別につながる恐れがあるということで、実施しなかった。 

・議案第 2号 承認 

８．協議  課 長 

 

・(1)平成 30 年度特別支援学級就学者について 

 資料 1 説明 



 

 

      教育長 

 

 

 

 

      課 長 

 

 

 

 

 

 

 

      生田進 

 

      課 長 

      景 山 

      課 長 

 

      頭 本 

      教育長 

 

       

      生田一 

 

      教育長 

      課 長 

・来年度児童・生徒数 別添資料 

 就園児 57 名 黒坂小 29 名 根雨小 55 名 日野中 63 名 

・根雨小は特別支援学級が 2クラスから 0となった、学級数減に 

 より教職員定数が 3名減となる。 

 黒坂小は理科パワーアップ事業がなくなるため、1名減となる。 

 日野中は特別支援学級の人数増のため、学習支援員を配置して 

 対応する。 

・黒坂小 H30 年度 県の基準では 2～3年複式 4～5 年複式 

 500 万円協力金により複式をひとつ解消、3～4年複式は残る。 

 5 年生は単式。 

 根雨小は 2～3年が合計 16 名、国基準だと複式、県基準は 15 名 

 なので複式は解消。転出があれば 2～3年が複式となるため、協 

力金により解消することになる。5/1 基準日 6 月補正対応 

H31 年度は複式になる予定。低学年と中学年が一緒になると教 

育課程上厳しいため、複式を解消するため協力金をお願いする。 

・未就学児童数が 16 名ある年があるのに、小学校児童数が少ない 

のは転出するからか。 

・入学時に転出することはなく、たまたま少ない年がある。 

・新 5歳児の黒坂、根雨の内訳は。 

・黒坂 1 名 根雨 8 名 計 9 名 

 5 歳児以下は根雨の方が多い。 

・保育士の確保は、西部地区ではどうか。 

・全体の絶対数が不足。資格があっても復職、就職したくない人 

 が多い。正職員が良いが、少子化により人員を増やすことは難 

しい。 

・子どものいる若い世代は、子育てのためフルタイム勤務は困難。 

 米子市はパート勤務が可能で、勤めやすい。 

・資格者を探すのも難しい状況。 

・(2)教育振興基本計画年度末評価について 

 次回臨時会に提出。 

９．その他 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

・(1）卒業式について 

日野中 3/9 9:30 

根雨小 3/16 9:30 

黒坂小 3/16 10:00 

根雨小参列 副町長、副議長、頭本委員、生田進委員 

黒坂小参列 町長、議長、教育長、生田一委員、景山委員 

根雨小入学式 町長、議長、教育長、生田進委員、生田一委員 

黒坂小入学式 副町長、副議長、頭本委員、景山委員 

入学式 4/9 根雨小 9:30 黒坂小 10:00 中学校 14:00 



 

 

 

 

 

 

 

・臨時会予定 

 平成 30 年 3 月 15 日(木) 午後 3時～ 第 1会議室 

・次回教育委員会定例会について 

 平成 30 年 4 月 3 日（火）午後 1時 30 分～ 第 1会議室 

  午前中 保育所入所式 15:30 教職員着任式 

・管理職歓送迎会 4/13(金) 予定 

 （14:35 委員会終了） 

平成 30 年 3 月 1 日 

日野町教育委員会 


